
火山を抱える島原半島とインドネシアの類似性
一長崎県は災害デ‐夕技術開発フィールドの要となり日本/イ ンドネシア両国に貢献

株式会社ウフル !

取締役常務執行役員
坂本 尚也

Con■ dentiaI
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株式会社ウフル

主要拠点 東京本社、大阪オフィス、白浜オフィス、福井オフィス

グループ会社  (株)システムフォレスト、Uhuru UnК ed LtdB(イ ギリス)

従業員数    233名 (グループ儘酪)

uhしru
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取締役常務執行役員

坂本 尚也

1998年 早稲田大学教育学部 卒業、コンサルティングお

よび事業会社における経営企画/事業企画を経て、アン

ツ・アイ・ビュー iジ ャパン(BULB)に 創業期より参
画。ソーシャルエン

・
タープライズ構築における、コア

バリューの再構築、戦略立案に従事 した後、2014年 に

ウフルヘ経営統合により参画。2020年 7月 当社常務執行

役員、2022年 9月 当社取締役就任。

主要株主
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全国で40を超える

自治体と

スマートシティを推進

北海遭
デジタル田目都市国家構想
TYpE3
・イ主民CRM Salesforce芹 毒B疑

伽 デジタル田園都市国家構想 可YPEl
データ連携基盤提供
デジタ)レノヽザードマッすミ供

鈍 51ack全庁導入支援

秋田県

臨 枷 剛
スマートシティ推進コンソーシアム参画
国土交通省 スマートシティ実装支援事業

九州全域
。経産省 九州経済産業局
九州IoTコミュニティサポーター

・観光促進実証事業 ・アイデアソン・アψカソン ・MaaSアドバイザプー

杓 軸 釣
圃 置 継 ン

撒 スマートシティ推進計画策定支援
内閣府スーパーシティ構想実証事業

総務省 情報信託機能実証事業
,ワークショップ MaaSアドノぐイサ`ジー 凱 デジタル田園都市国家構想

熊本県
DX推進計画策定
連携協定締結

趨 融
TYPEl
,データ連携基盤提供
。ロケーションシステム提供

IoT人材育成 けしWまんな学研都市
大型イベント企画策定 胸

朗
大分県IoT推進ラボ

戦略アドパイザー 触
デジタル田園都市国家構想
TYPEl
・観光防災デジタルマップ提供
。進出協定締結ワークショップ

山 ・地方創生総合戦略策定
ノ〔―トナー 凱

。すさみスマートシティコンソーシアム参画
・国土交通省 スマートシテイ実装化支援
,総務省 スマートシテイ推進事業
。経産省「未来の教室」実証事業
・データ連携基盤提供
・デジタル避難訓練実施偽 ノヽッカソン

融

醜

アイデアソン
八ッカソン

融

幽

子育て支援事業
Salesforce本毒築

県庁電子申請システム
Salesforceオ蕎多慕

鹿児島県
ワークショップ
IT人材育成支援 鞠 鞠,二重県観光DX推進コンソーシアム代表企業

,Tableau観光統言十データ可視化
・観光マーケティングプラットフォーム運用支援 応急給水ホータル提供 ・スマート物流F共身連連携協定締結



サニビス連携基盤 :CUCONデニタとサィビスの連携がスマートシテイを促進する

データとサービスの連携で、高次元のUXを提供
デジタル庁のサービスカタログに掲載。内閣府のスマートンティリファレンスアーキテクチャーに準拠。
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パーソナルデータを利用したサービス (例)

健康増進
電子申請

アプリ′

パーソナル
保育/教育アプリ

観光案内

子育て応援
アプリ

見守り

地域通貨

地域ポイント

交通/MaaS

スマ‐卜物流

パーツナライ
ゼーション

バス運行管理

利用/混雑状況
モニタリング

スマー ト
パーキング

最適
ルーァィング

非パーソナルデータを利用したサービス (例 )

爺 ず歩  藤雪'浩誓提供
｀

各種

自治体システム

自治体保有

データ

センサー

デ‐タ
オープン
データ

●

螂

●●ロ 0 ●

人流角キ析   災害情報管理

,D管理

認証
セキュリティ

外部データ

連携

データ
マネジメント

サービス連携基盤iCUCON

住民基本台帳 個人ID 企 業 地域
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地域防災DX:平時から復旧、復興まで確実に る仕組みづくり

デジタルは目的ではなく、災害時 (水害/津波、火災を含む地震/火山 (噴火、
降灰、ラハエル))における、「情報と業務」が混乱せずに住民と行政が迷
わず動ける状態をつくる

ロ



防災現場の課題 :情報の洪水と、整理・共有 。実行の遅延

現場報告

現状の課題

。情報流入の同時多発 :電話や窓
口・SNS・ 現場報告・センサー・
事業者障害情報の集中

。情報の分断と散在 :部局別・委
託先別・アナログ (紙/電話)と
デジタルの混在

。情報の非標準 :自由記述による
表記ゆれ、位置・時刻情報の欠
落、重複通報

。現場停止の原因 :確認・転認・
照合・集計・説明の作業過多に
よる機能不全

センサー窓口

口N
Oロ
SNS

0

事業者障害情報

解 災茸対策本w

も ‐ユー事、i―.‐豊題口転J

Exceiファイナ♭

0気

虫

紙のメモ
ホワイトボード



住民と行政に起きる良い変化 :自動化による現場集中

行政 (Government)ntｅｄＳｅＲ
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操作不要 :普段の会話・電話・短い

入力のみで必要情報へ到進

行動促進 :難解情報の短文化。手順
化、「次に取るべき行動との明確化

多様な対象への到達 :高齢者・外国
人・観光客への同品質案内

業務の肩代わり:一次対応・定型案
内・報告整理の自動化

支援業務の前進 :避難所。物資・罹災
証明など〔滞留しやすい業務の抑制

由製骰墾花翌覇協ど

“
“



4フェエズ∵気通貫 :平時→切迫→発災72h→復旧・復興

運用の設計 :フェーズととに必要な情報を「集める→整える→届ける→実行するJ
流れに落とし込み、手戻りと渋滞を徹底的に減らす

平時

(Normal)

訓練、台帳整備

儒畜資機材

程

連携協定

島

↑

発災～72時間
(72h)

懸ミ被審収集

日留日本部運営

電洋避難所

静 物資

工 安否確認

復旧・復興
(Recovery)

国罹災証明

浮謗被災者支援

匝 復旧進捗

企 生活再建



誰も取り残さない入口設計 :会話がそのまま支援につながる状態

/ぐ|、  IT習熱を前提年しない設計 :

暉00 普段の会話・電話・簡単入力が
‐   すべての支援の入日

入日の具体例 :
r避難所はどこJ「薬がないJ「道が
通れない」などの問いへの即時案内

①

　

Ｏ

ユ障
ユ|ロ

多様性への配慮 :

観光客・外国人への短文・地図・

ピクト心母語による案内

Engtish:

Where is the

sheiter?

近くの補水所は

こちらです

$

Ш

出

筒中琢

吾詈q



平時 :備える力の最大fとと運用の軽量化
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選難所台帳整備 :収容人数、情蓄、衛生、
発電機、パリアフリー、医療体制のデータ化

基 蓬議荒声皇姪撃縞あ垂理
°電源・移送ニーズ、

い 撃頂F琵豊琶課、雲皇碧詈属逢羹畳基
医で、

Å 糾妙翠叩奪摯軽動
1垢]蓄夏イプ亨う算義基ど曇蓬諄墨蒜票雷堰ぢ

る

Digital

Ledgers
Training
Scenario

目的 :台帳・訓練・協定の内容を『有事に使える形』に揃え、更新・引き継ぎ負担を最小化

(



切迫時 1危険の「伝達Jから行動の r誘導Jヘ

国

０
口
甲

危険度の地国提示 :『どこが危ないか』
rいま何をすべきかJの視党的提示

多重チヤネル通知 :HNE・ HP・ サイネ
ージ・照明・音声・電話による一斉伝達

▲
q 判断と周知 :事前遭路指示、螂

遭監・施設の事前開釧判断の迅遠化

火山対応 :書戒レベルに応じた
立入規制、段階選難〔交通制限の周知

付加価値 :危険度、交通規制、螂
選難所状況を同一画面で統合し、
「どこへ。どう行くか』を自動案内

スピ■カー・
サイレン

ｋ

篭

1,HE

危険区域

過難経路



発災直後 :情報の収集・集約と優先順位の明確化

● 被害情報収集 :住民投稿 (写真/位置情報)、
監視カメラ、水位、停電断水情報の統合

アナログ情報のデジタル化 :電話・FAX・
紙メモの文字化、分類、一覧化

本部運営支援 :状況共有、優先順位付けt
定型報告の作成支援

自動仕分け機能 :自由記述を短く要点化し、
救助・医療・火災・道路などに自動分類

目的 :重複情報を束ね、『いま最優先で対応
すべき事案Jの可視化
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t写翼′仕Htt po3脩  (田匿・FAX,l水往・停硼隊欄
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(自動仕分け・統合)

↓↓↓
Prioriv List

(優先顧位リスト)

1.救助 息
2.火災 ↓
3.道路 A



発災■72時間.(1):避難所運営の最適化と環境維持

避難所A〔Evacuadon Center Al

混雑

物資

琳
鰭

潜員
(Fu‖ ,

(C『蔵鯰aけ

運営状況の共有 :開設状況、混雑率、衛生
環境、配慮者有無のリアルタイム更新

住民への即時案内 :空き状況、ぷ要な持ち
物、滞在時の注意点の自動応答

火山対応 :マスク配布、換気対策、
フィルタ管理、体調相談の追加運用

ニーズの自動抽出:避難所ごとの報告を要点化
し、不足物資。医療案件。配慮ニーズを抽出

目的 :避難所の過密偏在の緩和と、
優先すべきリソース配分の判断支援

不足

曙

E甲

亮

暉み

g

避難所B(Evacutton Center日 )

灘     榊縮艦
物資 帯 (縮硝

離      脇

物資         テヽ肌

避難所状況モニタリング

●

　

ａ

●

　

ａ
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発災～72時間 (2):物資!給水。物流の1需要供給マッチング

要請 在庫確認 配送輸送

ヽ

避難所からの
不足申告

倉庫`備蓄の
リアルタイム確認

吟 吟 〉
■

Ｔ
Ａ

物資配分管理
不足申告→在庫確認→配分決定
→縦送状況の一元管理

孤立地域支援
ドローン等を活用した
状況確認と緊急輸送

陸路・空路での搬送 遇難所。被災者
への配布

鳴 瑾勝   停
所、温雑状況、

奪
製

g火山対応 付加価値
供給見通しの共有による、
住民の買い占抑わせ分散

lマスク司岡用具)

●
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発災～72時間 (3)I安否確認と要支援者の保護

奎
学校・医療機関・地域団体
と連携した
情報の一元化

安否情報の集約 :
学校・医療機関

山

競呻

凸
難０胎
ｒ
ｌ
ｉ
、

ぜ

゛
型

相談内容の整理 :
『呼吸が苦しし七r電源
が必要』等のSOSを
種別化し優先順位付け

火山対応
段階避難における

tSC

●

(COmttuntty)

特定と実行支援

地域団体
(Community)

付加価値 :
所在x要件x支援手段を自動で組み合わせ、
現場が迷わず動けるリストの生成

要支援者対応 :

義畢あ華講(野耳/〒源/移送)、
g

要支援者
(PerSOn h need)

●
m
要支援者

in

も

0

●

い電源
(POWer)

医療
(MediCal}

移送
(TranSport}

ザ
ブ
ザ
Ｖ

一
“
一
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復旧・復興 (1):罹災証明と生活再建手続きの迅速化
罹災証明と生活再建手続きの迅速化プロセス

ロ酵

申請
(Apply,

ゝ

申講から現地田萱、判定、発行までの

ステータス管理を強合。一元的なデー

タ基盤で挫 tリアルタイムに把握
し、E権作栞や燿軽を防止。

写真・位置情報・台帳データを紐付け、

調査鵜EとB餓 向上 デジタルツー
ルの議用で日査員の負担軽流と効率化
を実現。

観光・R業などの事業磨支援に向け
た
―
と同期。火山反篠書や長

期退盟往尾髯えた特有の支援策を分
かりやすく肌

申路・調査・判定をデータで驚ぎ、住
民へ『次に何が起きるか』t可根1監
手構きの罰 性t高め、不安を醜

現地調査
〔SurVey)

判定
〔Judge〕

支援劇度の案内、申講受付、物資配布、進捗の管理を一播して提供。被災者が
送わず必要な支援にアクセスできる憲口体制を整備。

醸

今

Φ
A ∝

罹災証明の一元化 被災者支援

ギ ー

現地調査の標準化 火山対応 付加価値



Clean Covernment Professionat ‖igh‐ End Editorial Destgn

復旧。復興 (2):復旧進捗の可視化と問い合わせ抑制

日□ __l‐

~中

団醜
FAQ

週鵬0復 I口峡記は?       か

〔霞IS中〕回BXX黛酪は片111ミ互d,、

お目VYlとと雨閣iとり〔看VdIはこ5ら し'

湾Bのα日快回は?       ′

〔虚旧中I醐 帯韓1とRttlttHa市、
市1電 Yγ佐白隔狙Hとと1け,か |ゝおこみSじ

.増監命修IRrtBfrtt,I   I

状況を分かりやすく伝え、住民の自己判断を促し、復旧作業への問い合わせを最小化

篠旧中

1夏 1日済

復旧中

復旧中

復旧済

R吋 i復旧進捗の周知

道路、上下水、公共施設、

学校、交通サ莞関の復旧状

況の公開

俗卜生活情報の提供

利用可能抄と点、支援悪口岡

設状況、再開見通しの案内

】i火山対応
降灰の回収・集積・処分の

ルール周知と進捗共有

Eユ 産業再開支援
観光 C産業復興に向けた

申請・支援情報の整理

g目的



l防災ウリュ■ションマップ:デr夕起点で回る仕組みの全景とフェ中ズ別展開
切迫時 発災～72時間 復旧・復興

Roこ overy&Recollstrtlcキ 16nDisaster‐ 72hI11lnlinent TinReSNornlal fi「 ll es

平時

・防災械開 発・多言語′やさしい
日本騒・副H召震化・諷遭所台傾
・夏支援者台傾・連携協定
・障灰m編 Ⅲ面・レトロ入力設計

∴

饗

・危嵌度地田担示・
―
・多重

・チヤネル・事前観 ・遷霊蓄尋
i施殿印颯判断・火山薔霜レベ

'レ

謝

住離 硝・翻 位置・豊編胸メラ
ぷ位・温■・停電断水・本露電営
支震・題 ― ・績 配分
鷹講 よ・費― ・妻鶏 支

ン活用・電涵FAX卸長・ ドロー

・― 明・盟 支掛・復―
・口則・H灰回収月田V健分
・ 研 韓

鳴 住民コミユニケーション :
多重遇知、やさしい日本訂l′多議 、
鋼 曝 内、四 、サイネー】用H明′静

酪協期鷲監脳鷹
`

孤鮫 眠、ドロース 降阿H閉′船

由 罹燿 明・機災著支援 :
期 藤

共通情報基盤 :

住民・地区た要支援者、通鐘所、籠 ′
醐 t提蕉、週路・湾設、違構綱、協定

劇
`輔

:

爾E′水W浸水超定、地震沖醐鳳
火山善虚レベル′降灰、交通掘団

機奮醸 ・本部理曽 :

報 /二駒廣′電話′FAX′窮増報告、霜約分

共通情報基盤
(COmmOninf。
Platfom)

類、働 諷位影慮 定竪報告、判断屈睡

て澪
混震Я騒断狼生凪 物資不患 分散誘
取 館 相誅 隠反対応

いた

内、E布風歴、事業者支援

復1日・ l値興 :
道路′上下氷′粛設たW解交通、降灰回
収′処分、観光・慶黒再開、生産情報

□T暉
コミュニケーション
住民

十一毒

甲 解み

オペレーション

ム
(ノ

☆ 相師の実行力畿化 :会語での入口、自由記述の要点化、様式遺いの統一、重複統合、亜斬同期、煽文化/多言語化、次行動l星示、問い合わせ吸収
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